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日
浦
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

丹、

O 

第

披

i¥ 

O 

日
漏
農
業
牧
盆
の
比
較
三
我
が
農
業
移
民ハ‘

木

芳

之

助

'"・m

鰹
梼
的
費
展
段
階
に
於
て
、
我
園
よ
ち
も
宵
ほ
低
位
に
あ
る
満
洲
に
於
て
は
、
諸
産
業
中
に
於
て
農
業
は
必
然

的
に
最
も
重
要
な
る
投
割
を
演
や
る
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
農
業
は
満
洲
三
千
高
の
民
衆
の
大
部
分
に
職
業
を
奥
へ
、

農
産
物
は
綿
轍
出
額
の
六
割
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
日
本
圃
民
経
梼
の
立
場
よ
り
満
洲
農
業
を
親
る

と
き
は
、
ぞ
れ
が
可
能
な
る
と
否
と
は
別
と
し
て
、
食
糧
の
供
給
地
と
し
て
、
過
剰
人
口
の
混
牧
地
と
し
て
、
鰐
ー

又
肥
料
、
飼
料
英
他
各
種
原
料
の
供
給
地
左
し
て
、
満
洲
は
大
な
る
開
心
を
我
々
に
輿
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に

満
洲
の
農
業
問
題
中
、
最
も
日
本
に
闘
係
深
〈
且
つ
今
日
最
も
多
〈
一
一
般
の
注
意
を
喚
起
し
つ
つ
あ
る
問
題
は
、

我
が
園
の
農
業
移
民
可
能
性
の
問
題
で
あ
る
。

惟
ふ
に
我
が
農
業
移
民
可
能
性
如
何
の
問
題
に
就
て
は
、
今
日
多
〈
の
論
者
は
各
自
の
有
つ
見
解
の
如
何
に
よ

り
て
、
現
賓
の
研
究
費
象
を
静
観
せ
子
し
て
即
答
せ
ん
と
す
る
傾
向
な
き
に
し
も
ら
争
、
又
一
定
の
政
策
的
目
標

よ
り
し
て
此
の
問
題
を
肯
定
せ
ん
と
す
る
論
者
も
多
い
。
例
へ
ば
満
蒙
は
日
本
の
生
命
線
な
る
が
故
に
、
日
本
民



族
の
根
懐
を
蕊
に
確
立
す
る
た
め
、
満
蒙
移
民
に
闘
し
で
は
確
乎
七
る
方
針
を
樹
立
し
、
悔
を
他
日
に
胎
き
r
d

る

ゃ
う
極
力
之
を
奨
闘
す
べ
し
と
論
争
る
場
合
の
如
き
然
り
で
あ
る
。
か
か
る
論
者
は
院
に
問
題
を
政
治
的
に
取
扱

へ
る
者
に
し
て
、
か
か
る
目
標
の
樹
立
よ
り
営
然
引
出
さ
る
る
結
論
は
、
農
業
移
民
政
策
の
遂
行
に
際
し
で
は
、

経
済
上
、
極
替
上
引
合
ふ
と
否
と
に
拘
ら
子
、
多
大
の
犠
牲
を
挽
ふ
こ
と
を
敢
て
僻
せ
な
い
と
断
言
せ

Y
る
を
得

な
い
こ
と
と
な
る
。
更
に
又
今
日
に
於
て
は
車
に
愛
国
的
な
る
熱
情
の
み
に
訴
へ
て
、
満
蒙
移
民
問
題
を
論
じ
、

こ
の
熱
情
に
動
か
さ
れ
て
多
〈
の
移
民
計
章
一
か
樹
立
3
れ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
名
。
併
し
か
か
る
昂
奮
や
熱
狂
は
果

し
て
永
久
に
績
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
今
日
の
艦
持
組
織
の
下
に
於
て
は
、
農
業
経
笹
色
一
の
枕
支
鰹
糟

た
る
を
兎
れ
な
い
。
従
て
今
日
と
は
別
個
の
樫
梼
原
則
が
樹
立
さ
れ
な
い
限
り
、
結
局
に
於
て
満
蒙
農
業
移
民
の

可
能
性
如
何
を
決
定
す
る
も
の
は
、
こ
の
冷
静
な
る
牧
支
計
算
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
し
て
比
の
牧
支
計
算
の
如

何
こ
そ
は
、
移
住
農
民
の
生
活
基
準
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
る
閃
子
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

従
て
満
蒙
農
業
移
民
問
題
の
研
究
に
際
し
て
は
、
先
づ
鰹
持
皐
徒
は
冷
静
な
る
観
勅
か
ら
、
研
究
調
象
を
正
規

し
、
こ
の
問
題
解
決
の
鍵
た
る
日
浦
農
業
牧
盆
を
比
較
研
究
し
、
若
し
満
洲
農
業

ω牧
盆
が
日
本
農
業
の
牧
盆
よ

ち
も
低
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
か
。
詳
言
す
れ
ば
こ
の
原
因
は
地
質
、
気
候
の
如
き

自
然
現
象
の
内
に
存
す
る
か
、
若
し

4
ぱ
農
業
生
産
関
係
又
は
之
を
基
礎
と
す
る
財
貨
の
流
通
及
び
分
配
過
程
を

日
浦
農
業
収
盆
の
比
授
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

八

第
一
時
現
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と
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が
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民

第
三
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七
巻
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合
む
一
般
世
曾
鰹
梼
関
係
の
内
に
存
す
る
か
を
探
究
せ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。
而
し
て
我
々
の
研
究
す
る
鰹
梼
政

策
の
樹
立
が
、
資
本
主
義
経
梼
組
織
の
存
立
を
前
提
と
す
る
限
り
、
満
蒙
移
民
問
題
の
解
決
上
に
於
で
も
、
こ
の

組
織
の
下
に
於
て
、
如
何
な
る
農
業
鰹
普
形
態
が
通
営
で
あ
る
か
、
ま
た
農
業
牧
盆
力
の
増
進
は
如
何
な
る
方
面

の
改
善
に
於
て
求
な
べ
き
か
を
検
討
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

向
ぽ
我
々
は
満
蒙
農
業
移
民
の
可
能
性
に
就
て
論
争
る
場
合
に
は
、
満
蒙
に
移
住
す
る
と
き
は
我
闘
に
在
る
日

よ
ち
、
わ
い
善
也
白
生
活
伝
錯
し
得
る
望
み
あ
る
か
、
若
し
〈
ぱ
少
な
〈
と
も
我
刷
に
あ
る
日
と
略
河
一
基
準
の
生

活
を
翁
し
得
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
生
活
程
度
を
満
洲
国
人
又
は
そ
れ
以
下
に
引
下
じ
る
こ
と
は
、
普
通
の
日

本
人
に
は
氷
績
的
に
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
移
民
問
題
の
解
決
を
徒
に
生
活
基
準
の
引
下
に
求
な
る
な
ら
ば
、

丈
化
の
進
ん
で
ゐ
る
こ
と
自
鯉
を
呪
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
。

私
は
か
か
る
見
解
か
ら
、
少
し
く
日
浦
農
業
の
牧
盆
カ
を
比
較
研
究
し
、
わ
が
農
業
移
民
の
可
能
性
に
就
て
論

じ
た
い
と
思
ふ
。

ーー

満
蒙
農
業
移
民
の
可
能
性
如
何
に
閥
し
で
は
、
賛
否
雨
論
壷
く
る
と
こ
ろ
な
〈
、
目
下
盛
に
論
義
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
こ
ろ
な
る
が
、
此
等
賛
否
雨
論
の
分
る
る
最
も
主
要
な
る
論
勤
は
、
日
満
爾
国
民
の
生
活
程
度
に
著
し
き
差

異
あ
る
た
め
、
日
本
農
民
は
支
那
農
民
に
伍
し
て
之
と
競
争
し
得
る
や
否
や
に
懸
っ
て
ゐ

Z
。
此
の
場
合
、
悲
に

満
洲
農
民
と
い
ふ
の
は
、
如
何
な
る
階
級
の
農
民
で
あ
る
か
、
自
作
農
民
で
あ
る
か
、
小
作
農
で
あ
る
か
、
勝
又



農
業
勢
働
者
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
吟
味
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
恒
A
T
満
洲
の
自
作
農
民
の
生

活
程
度
炉
本
邦
自
作
農
民
の
夫
よ
り
低
い
と
す
る
も
、
そ
れ
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
も
吟
味

す
る
色
必
要
と
す
る
。
ま
た
従
来
の
如
き
支
那
式
農
法
に
よ
れ
ば
、
本
邦
農
民
よ
り
も
よ
り
低
い
生
活
を
震
き
ゴ

る
を
得
な
い
が
、
更
に
よ
り
高
度
の
技
術
と
資
本
と
を
擁
す
る
鰹
替
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
良
き
生
活
い
か
保

読
き
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
今
日
の
満
洲
に
於
て
は
、
斯
る
高
度
な
る
農
業
粧
骨
形
鵡
は
、
枇
舎
経
済
的

に
果
し
て
貫
現
可
能
な
り
や
否
や
を
も
吟
味
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

元
来
一
岡
よ
り
他
国
へ
の
移
民
が
艦
掛
的
じ
可
離
な
芯
七
め
に
は
、
移
民
仕
出
固
に
於
け
る
鑑
梼
魅
力
炉
移
住

地
に
於
け
る
よ
う
高
高
き
こ
在
、
換
言
す
れ
ば
前
者
に
於
け
品
生
問
背
が
後
者
に
於
け
め
よ

LHE大
な
る
と
主
役

必
要
と
す
る
。
若
し
然
ら
十
ん
ぱ
、
人
々
は
永
久
に
故
郷
を
去
る
こ
と
を
肯
ぜ
な
い
で
あ
ら
う
。
満
蒙
農
業
移
民

問
題
を
論
争
る
に
際
し
.
移
民
仕
出
固
た
る
我
園
世
に
移
住
地
た
る
満
洲
闘
の
麗
漕
腫
力
一
か
今
後
相
調
的
に
如
何

に
品
質
化
す
石
か
に
就
て
は
、
何
人
色
之
を
断
言
し
得
な
い
か
ら
、
今
日
に
於
て
は
雨
園
の
経
持
座
力
は
現
般
の
鐙

で
あ
る
と
般
定
し
て
立
論
す
る
外
は
な
い
。
而
し
て
移
住
地
た
る
満
洲
圃
に
於
け
忍
農
民
の
生
活
程
度
を
決
定
す

る
も
の
は
、
結
局
こ
の
地
に
於
け
る
農
業
鰹
替
の
牧
益
力
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
も
此
の
農
業
牧
盆
力
を
決
定
す

る
も
の
は
、
上
遮
の
如
く
之
を
外
面
的
に
見
れ
ば
、
満
洲
農
業
の
特
質
を
な
す
自
然
的
保
件
と
一
位
曾
的
生
産
関
係

誼
に
之
を
基
礎
と
す
る
財
貨
の
疏
通
及
び
分
配
関
係
と
で
あ
り
、
之
を
内
面
的
に
見
れ
ば
、
農
業
経
替
を
行
ふ
農

業
者
の
鰹
替
能
力
で
あ
る
。

日
満
農
業
牧
盆
由
一
比
綾
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

/九

第

披

i¥. 



日
滴
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

丹、

四

第

務

A 
聞

真
に
日
満
雨
園
の
農
業
経
替
が
同
一
の
牧
盆
力
を
有
し
、
従
て
同
-
の
貨
幣
所
得
を
獲
得
し
得
る
左
限
定
す
る

も
、
雨
幽
の
農
家
は
必
宇
し
も
同
一
基
準
の
生
活
を
保
も
得
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
先
づ
第
一
に
農
家

の
家
族
員
数
に
よ
り
て
制
約
さ
れ
る
。
一
家
の
所
得
が
同
一
な
る
場
合
、
家
族
員
の
多
き
農
家
は
家
族
員
の
少
な

き
農
家
よ
り
、
勢
ひ
生
活
基
準
を
低
下
せ
し
め
ゴ
る
を
得
な
い
の
は
営
然
で
あ
る
ο

こ
の
こ
と
は
日
浦
農
家
の
生

活
基
準

ee比
峻
す
る
上
に
於
て
、
看
過
す
べ
か
ら
.5
る
重
要
な
る
馳
で
あ
る
υ

次
に
農
家
の
生
活
基
準
は
、
農
家

の
購
入
す
べ
き
生
活
必
需
品
の
慣
格
如
何
に
よ
り
て
も
制
約
さ
れ
る
。
之
は
今
日
の
農
家
が
往
時
の
自
給
自
足
経

摘
を
離
れ
、
多
か
れ
少
か
れ
、
市
場
に
依
存
す
る
営
然
必
結
果
で
か
J
Z
o

然
ら
ぱ
日
浦
農
業
牧
盆
力
は
之
を
如
何
に
し
て
比
較
し
得
る
で
め
ら
う
か
。
今
日
に
於
て
は
農
業
生
産
は
各
農

家
を
生
産
開
単
位
と
し
て
経
笹
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
我
々
は
円
満
雨
幽
に
於
け
る
最
も
典
型
的
な
る
農
家
を
選
び
、

そ
の
経
替
の
牧
支
計
算
よ
り
、
そ
の
牧
盆
カ
を
比
較
す
る
外
は
な
い
。
こ
の
際
詮
意
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
我

々
の
比
較
す
ペ
き
日
漏
の
農
家
経
済
調
査
が
、
な
る
ペ
〈
同
一
年
度
に
行
は
れ
た
る
こ
と
を
要
し
、
し
か
も
此
の

調
査
は
な
る
べ
く
最
近
の
も
の
た
る
を
要
す
る
。
そ
れ
は
此
の
比
較
に
よ
り
て
今
後
の
農
業
移
民
の
可
能
性
を
判

断
す
べ
き
根
醸
た
ら
し
め
ん
と
す
る
か
ら
で
み
る
。
第
二
に
農
業
事
情
は
雨
闘
の
各
地
方
に
よ
り
て
夫
々
異
な
る

が
故
に
、
各
地
方
の
特
殊
事
情
を
反
映
す
べ
き
可
な
り
多
〈
の
農
家
を
選
ぶ
こ
と
を
要
す
る
。
殊
に
満
洲
に
於
て

は
南
満
左
北
浦
ム
」
に
於
て
、
気
候
、
風
土
、
経
轡
規
模
を
異
に
す
る
を
以
て
、
之
を
夫
々
別
々
に
調
査
せ
な
け
れ



ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
一
概
に
農
家
と
云
ふ
も
、
自
作
農
、
自
小
作
農
、
小
作
農
に
膳
じ
て
夫
々
粧
替
の
股
益
力

ぞ
異
に
す
る
を
以
て
、
三
者
を
混
靖
せ
冒
さ
る
こ
と
を
要
す
る
。
第
四
に
農
業
経
持
調
査
を
行
ふ
べ
き
各
農
家
は
自

作
、
自
小
作
及
び
小
作
に
就
て
も
、
夫
々
宜
(
の
地
方
の
典
型
的
な
る
普
通
の
農
家
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
、
日
満
雨
凶
の
農
業
牧
盆
力
を
比
暁
す
る
た
め
に
我
々
の
利
用
し
得
る
諸
材
料
は
、
此
等
の
諸
保
件
を
完

全
に
充
し
て
ゐ
る
も
の
と
は
云
ふ
を
得
な
い
。
殊
に
第
四
の
黙
に
闘
し
で
は
、
満
洲
農
家
の
選
定
に
際
し
で
は
、

普
通
以
上
の
農
家
を
選
ぶ
こ
と
と
な
ら
ゴ
る
営
得
な
い
諸
理
由
が
め
る
。
例
へ
ば
ヤ
ジ
ノ
プ
氏
が
一
九
二
四
!
i
l

二
五
年
に
行
ひ
た
る
北
揃
七
十
戸
の
農
家
組
掛
調
査
の
報
告
書
中
に
色
、
こ
の
勤
に
闘
し
率
直
に
告
白
し
て
臼
〈

「
我
ケ
の
行
へ
る
探
険
的
収
支
調
査
の
有
す
る
恨
本
怖
に
し
ピ
帰
ん
い
と
排
除
)
梓
Y
る
映
貼
は
、
調
査
世
椴
?
日
h
u

な
〈
人
魚
的
に
選
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
で
あ
る
c

幾
分
か
額
商
的
知
識
を
有
す
る
怜
捌
な
る
農
民

r

け
は
自
己
の
艦
掛
版
態
、
一
年
間
の
金
銭
及
現
物
牧
支
に
闘
し
て
語
り
得
る
も
、
斯
る
戸
主
は
常
に
鰹
持
的
に
他

よ
り
色
高
い
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
又
地
方
的
事
情
よ
り
し
で
調
査
記
遁
常
事
者
も
其
調
査
せ
る
農
家
に
宿
泊
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
‘
彼
等
は
自
然
貧
困
な
る
家
を
避
け
て
裕
一
珊
な
る
農
戸
を
好
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
其
結
果
調
査
せ
る
七
十
農
戸
は
営
地
方
の
全
農
家
に
劃
す
る
典
型
的
世
帯
で
は
な
く
中
擁
以
上
の

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
従
て
我
々
は
斯
く
の
如
き
資
料
よ
り
日
漏
農
業
の
耽
盆
カ
を
比
較
し
得
る
に
し

て
も
、
ぞ
れ
は
此
の
問
題
解
決
に
到
す
る
一
膳
の
目
安
を
輿
へ
あ
に
留
る
も
の
で
、
之
よ
り
得
た
る
結
果
を
過
信

ぜ
ゴ
る
や
う
戒
心
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ト
。

日
満
農
業
牧
盆
の
比
駿
と
我
が
農
業
移
民

第
一
披

八
五

八
五

第
三
十
七
巻

ヤシノフ、北満洲支脈農民経済(滞鍛Äm'"，~~資料第百十編〉一六七頁



日
満
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

八
六

第

披

八
六

悲
に
日
浦
農
業
肱
益
力
を
比
較
す
る
た
め
に
利
用
せ
る
資
料
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
(
註
一
〉

一
、
閥
東
州
普
蘭
府
民
政
署
、
管
内
支
那
人
の
農
家
経
済
(
昭
和
五
年
陰
暦
一
年
聞
に
於
け
る
白
作
五
戸
、
自
作
条
小
作
三
戸
、
小
作
二
戸
の
調
査

に
し
て
何
れ
も
事
業
農
家
で
あ
る
。
}

二
、
満
銭
調
査
報
告
第
十
三
巻
、
満
洲
農
家
の
生
産
と
消
費
〈
大
正
十
年
九
用
よ
り
大
正
十
一
年
三
月
の
聞
に
於
け
る
調
査
に
し
て
、
奉
天
省
一
七

戸
、
吉
林
省
八
戸
、
黒
龍
江
省
一
戸
、
関
東
州
四
戸
計
十
八
豚
一
ニ
十
戸
白
調
査
)

三
、
ヤ
シ
ノ
フ
著
、
北
浦
洲
支
邪
農
民
経
獅
〈
大
正
十
三
1

十
四
年
度
に
於
け
る
北
浦
農
家

b
O戸
白
調
歪
〉

問
、
満
鍛
調
査
課
・
満
洲
農
業
の
特
質
と
日
漏
農
業
の
比
較
研
究
〈
大
正
十
四
年
満
鍛
沿
線
支
那
農
衆
十
戸
に
ワ
号
一
過
去
三
箇
年
間
回
収
支
抑
制
消
を

刑
判
査
し
其
一
一
一
惜
年
の
平
均
ご
戸
常

t
一万
f
)

五
、
農
林
省
、
農
家
経
湾
調
査
〈
大
疋
十
四
年
度
、
白
伶
六
五
戸
、
白
小
作
六
八
戸
、
小
伶
五
二
戸
の
調
査
・
但
し
北
海
道
を
除
(
〉

六
、
向
上
(
昭
和
四
年
度
、
自
体
九
一
戸
、
自
小
作
七
八
戸
、
小
体
六

O
戸
白
調
査
、
但
し
北
海
道
を
除
〈
)

七
、
街
ほ
参
考
D
た
め
支
那
本
土
の
農
業
政
盆
は
】
-
F
E
C
F
(
U
E
4
2
E
E
E
同

g
E
2
Eア
呂
ち
よ
り
大
正
十
年
乃
至
十
四
年
に
於
け
る
支
那

北
部
及
び
中
央
東
部
十
七
地
方
二
八
六
六
戸
む
農
家
経
組
問
調
査
よ
り
示
ナ
。

註
で
倫
ほ
満
洲
園
質
業
部
事
務
科
よ
り
長
春
附
近
農
家
印
刷
済
調
査
棄
報
(
大
岡
元
年
六
月
十
五
日
調
査
)
が
稜
表
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
農
家
経
替
の

牧
支
計
算
が
充
分
に
一
戒
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
遺
憾
乍
b
利
用
す
る
を
得
な
ト
ワ
た
。

農

業

経

替

の

肱

益

力

は

之

を

如

何

に

し

て

測

定

す

る

か

に

就

て

は

、

多

く

の

論

守

の

存

す

る

所

で

あ

る

が

、

在

は
蓋
で
は
資
料
の
賠
よ
り
、
寧
ろ
簡
明
に
農
業
緯
牧
入
(
耕
種
"
収
入
、
養
音
及
家
禽
"
収
入
、
農
産
加
工
取
入
、
林
野
"
収
入
等
の
線
計
)

よ

り

農

業

経

管

費

(
原
料
費
、
資
本
減
耗
費
、
借
入
地
に
封
ナ
る
小
作
料
、
蔵
傭
努
賃
、
負
債
利
子
、
租
税
公
課
等
)

を

控

除

せ

る

撞

額
を
農
業
牧
盆
と
す
る
。

こ
の
農
業
牧
盆
中
に
は
自
家
崎
労
働
力
に
劃
す
る
報
酬
や
農
耕
地
の
購
入
費
の
償
却
金
等

は
合
ん
で
ゐ
な
い
か
ら
、
経
勝
目
皐
上
に
於
け
る
純
牧
盆
で
は
な
い
。
蓋
し
組
先
槽
来
の
土
地
を
耕
す
自
作
農
に
於

岡野吉左衛門氏、農業組事幸の生産性と取盆性(農業経酒t研究、第六巻、第四務)
大槻正男氏、農業極些陀於ける杏目的性の指標，，~:しでの生産性牧盆性及び所
得性(農業経理年研究ミ第七巻、第二獄〉錦織英ど夫氏、満例農業回収利カとわが
農業移民〈農業経君事研究、第丸巻、第一罰競主)Ta:rl<υ叫J
I勾922.Chap. X1I.参照



て
、
そ
の
所
有
地
を
現
債
に
見
積
っ
て
之
を
鰹
替
費
中
に
加
ふ
る
こ
と
は
、
反
っ
て
農
業
経
替
の
牧
盆
力
を
暖
昧

な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
自
家
勢
力
に
就
て
も
之
を
一
一
般
農
業
勢
賃
に
換
算
す
る
こ
と
は
、
反
っ
て
農
業

経
替
の
牧
盆
力
を
暖
昧
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
前
掃
の
関
東
州
普
蘭
庄
の
支
那
人
の
農
家
鰹
掛
調
査
に

よ
れ
ば
、
農
合
の
建
築
、
大
家
主
田
及
び
大
農
具
に
封
し
て
は
、
英
の
修
繕
費
の
み
を
計
上
し
、
そ
の
誠
償
額
ぞ
見

積
り
居
ら

F
る
が
如
〈
、
各
調
査
資
料
に
よ
り
て
幾
分
の
差
異
め
り
、
又
各
種
費
用
項
目
の
評
債
方
法
に
就
て
も

幾
分
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、
此
等
の
農
業
枇
盆
の
比
較
は
大
曜
の
目
安
全
一
不
す
程
度
以
上
に
出
で
な
い
も
の
で
ゐ

。

'
h
J
V
 

J' 

か
く
の
如
〈
仁
し
て
計
算
ゼ
る
各
農
家
の
農
業
収
益
を
葉
の
作
付
面
積
を
以
て
割
る
こ
と
に
よ
り
て
、

反
嘗
り

農
業
牧
盆
を
算
出
す
る
。
夫
に
右
の
農
業
牧
盆
を
農
家
の
崎
労
働
員
数
〈
能
力
換
算
員
数
)
に
て
割
る
こ
と
に
よ
り
て
、

農
業
勢
力
一
人
営
り
の
肱
盆
を
算
出
・
し
、
最
後
に
右
の
農
業
牧
盆
砂
農
家
の
家
族
全
員
数
に
て
割
る
こ
と
に
よ
り

て
家
族
一
人
営
り
の
牧
盆
を
算
出
す
る
。
こ
の
最
後
の
家
族
一
人
営
り
の
農
業
牧
盆
こ
そ
、
家
族
の
生
活
基
準
を

決
定
す
る
最
重
要
な
る
因
子
を
な
す
・
も
の
で
あ
る
.
。
此
等
の
数
字
を
左
に
一
不
す
こ
と
と
す
る
。

第

-

表

日

浦

農

業

牧

盆

白

比

較

目
減
農
業
牧
盆
白
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

八
七

第
一
時
現

i¥ 
七



目
提
縦
割

H幸
手
柑
自
ま
~
~
革
ベ

J結論唖目章構毒事llI{
棋

111+
・tJ~

<
<

撚
1
~
轄
に
~
<

臨
時
間
反
問
|
肉
料
開

l問
問

問
北

浦
仰千殉刊均町)1;凶凶別レ

W判川日印加6白I而:引』日耐而丙~可雨G誠
副
仲
叫1，刈刈
ωd品品刷tιb
叫1白司54|

it州~961鈍判61
心山

l
d山
!h刷0州
5)

2i.品引
01

4判
山刈|

t釘
四

|ド全
満削(戸白作

帥
平
刊
均
町
刊
)
つIr

仰
，

μ
M

蹴
3
.
1附可削

2丸
刷
，

小
作

(
 8戸

千
均
)

1 1，5
9似3.3叫判

1，5ω00仏0.1叫
41

93
目.1凶叫8引
1
.

0ω~41
20泊札1.7初目

9.2鈍31
9.01 

4
叫

1
0
.
1
0
.
9
1
 

|
十
型
円
竺
1止

恥
品
ト
プ

-
l

9
0

1
1

丘
町

円
t

，
!

'
ク

ち
l
1
1
m
o
f
Y
4
i
m
A
4
6
7
主
.20:

JOol61 
3
3
9
，6(白

而
7
副

ι
対

!J 
t¥1

 
1
 01 

升
1

fド
1、

22
町町未以上満((

 
)
 

~
 

478.80 
189.00 

284.80 
9.75 

189.86 
44.50 

2.9 
1.
5
 

6
4
 

0
.4 

ク
2
4
0
.40

 
69

.4
0
 
17

1.
0
0
 

13.05 
17

1.
0
0
 

30.53 
1.
3
 

1.
0
 

5.6 

r~町
吋

ク
1，882.60 

1，215.60 
667.00 

4.76 
222.33 

40.18 
14目。

3.0 
16.6 

1.4 

自
小
作

44町町以未上満
タ

1，175.00 
615

.4
0
 
559.60 

7.99 
215.23 

5
1.8

1
 

7.0 
2.6 

10.8 
0
.4 

J
 

5
0
6目。。

186.60 
3
1
9
.4
0
 

13.76 
212.93 

55.06 
2.3 

1.
5
 

ι
8
 

小
作

(11100
町町未以満tf(

 タ

)
 

)
 
1，9

0
呂
20

1
.4
03.60 

5
0
1.
6
0
 

3.63 
200.64 

44.78 
13.8 

2.5 
11.2 

1.
8
 

~
 

1，159
.40

 
765.60 

393.80 
6.03 

187.52 
2.1 

10.6 
.0.21 

支
邪
本
土

(
揃

肝
均

)
1

(日大十本四内i主
地

自
小
体
作

((665戸
戸
平
均
均
))

 2，666.56 
1，447.64 

1，218.92 
66.9I1 

169.29 
1.
8
 

7.2 

正年)1
小自

作
(582戸平平

均
)

2，586.68 
1，6

4
5
.48

 
94

1.
2
0
 

5P.19 
138.41 

1.品
6.8 

2，193.13 
1，443.21 

749.92 
49.ZO 

124.98 
1.
5
 

6.0 

(日昭四本内年和地H
小自自小作作作

(((597281戸戸戸平平平均均均))
 

)
 2，13

1.
28 

1，144.95 
986.33 

55.97 
2
8
1.
8
0
 

128.09 
1.
7
 

3.5 
7.7 

1，950.56 
1 ，]33

.4
7
 
817.09 

46.63 
255.34 

115.08 
1.
7
 

3.2 
7.1 

1，768.65 
1，1

4
5
.47

 
623.18 

37.74 
194.74 

90.31 
1.
6
 

3.2 
6.7 

4書
偽

#
援

a出
自
器
製
嫁
羅
桝
1
!
~
包
い
笠
|
穴
砕
.
，

n
法
制

1
・
11司園-'J...J

レ君事趣味+--。

-lf>{長咲刊
Q
i量
保
組
穂
羅
桝
l
.
'
$
.
(
レ
t
!
H

ま
品
)
11
園-'J...Jい報紙

+--0



以
下
右
表
に
就
て
若
干
の
説
明
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
。

-
、
反
富
農
業
収
盆
反
営
農
業
牧
盆
に
就
て
見
る
に
、
日
本
内
地
の
農
業
牧
盆
は
北
浦
の
約
十
倍
、
闘
束
州

の
約
六
・
七
倍
に
営
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
内
地
に
於
て
は
集
約
的
な
る
稲
作
を
行
ひ
、
し
か
も
多
〈
は
二
毛
作
固
た

る
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
満
洲
に
於
て
は
一
毛
作
で
あ
り
、
そ
の
作
物
色
大
豆
、
高
梁
、
玉
萄
黍
、
粟
の

如
き
何
れ
色
高
経
作
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
此
の
反
営
農
業
牧
盆
の
差
異
よ
り
、
直
ち
に
満
洲
移
民
の

可
能
性
を
否
認
す
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
元
来
農
業
経
替
の
目
標
は
、
土
地
、
勢
働
及
び
資
本
の
三
要
素
を

通
常
に
組
合
す
こ
と
に
よ
り
で
、
最
大
の
肱
盆
を
獲
得
す
る
に
あ
る
が
、
満
洲
の
如
く
気
候
に
恵
ま
れ
ざ
る
、
し

か
も
土
地
が
豊
富
な
る
蕗
で
は
、
勢
ひ
一
持
働
及
び
資
本
仁
比
し
て
土
地
を
多
〈
利
用
す
る
樫
替
方
法
を
採
用
せ
な

付
れ
ば
な
色
な
い
の
は
営
供
出
じ
み
ノ
る
。

従

τ日
本
民
地
と
同

mw
生
活
程
度
を
保
十
い
ん
と
す
れ
ば
、
十
冊
荷
に
於

τ

も
七
・
入
町
以
上
の
土
地
営
耕
作
せ
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
北
満
に
於
て
は
少
な
く
と
も
十
五
・
六
町
以
上
の
土
地
を

耕
作
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
，
ら
う
。

向
ほ
右
表
の
農
業
牧
盆
計
算
中
に
は
土
地
購
入
費
が
見
積
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
従
て
満
洲
移
住
に
際
し
、
土
地
が

無
償
に
て
交
付
さ
れ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
土
地
を
新
に
購
入
し
て
自
作
せ

F
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
ぞ
れ
だ

け
牧
盆
中
よ
り
元
利
を
償
却
せ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
勢
ひ
反
営
牧
盆
は
少
く
な
ら
ざ
」
る
を
得
一
な
い
。
勿
論
日
本
内

地
に
於
て
も
、
新
に
土
地
を
購
入
し
て
自
作
農
た
ら
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
相
営

E
額
の
土
地
費
を
要
す
る
も
、

組
先
侍
来
の
土
地
を
引
績
き
耕
作
す
る
場
合
に
は
、
農
民
は
土
地
の
減
償
額
を
見
積
ら
示
、
そ
れ
に
相
臆
す
る
牧

日
満
農
業
取
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

A 
九

第

5置

A 
九



日
満
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

第
一
就

九
O 

丸

O 

盆
は
直
ち
に
昧
労
働
報
酬
と
な
り
、
生
活
費
中
に
入
込
む
も
の
で
あ
る
が
ら
、
移
住
地
に
於
て
新
に
土
地
を
購
入
す

る
場
合
に
は
、
ぞ
の
元
利
の
償
却
額
だ
け
移
民
の
生
活
程
度
を
低
下
せ
し
め
る
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
。

=
、
農
業
帯
カ
-
入
賞
リ
枚
盆

満
洲
に
於
け
る
農
業
は
極
め
て
原
始
的
な
る
生
産
方
法
に
よ
り
、
組
放
的
に

経
替
え
」
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
字
、
農
業
勢
力
一
人
営
(
自
家
勢
力
者
)
の
牧
盆
は
、
小
作
農
は
別
と
し
て
、
自
作
農
に

よ
り
高
度
の
批
術
を
用
ゐ
極
め
吋
ι
集
約
的
に
離
脱
営
さ
れ

τ
ゐ
る
日
本
内
地
の
農
家
の
敬
盆
に
比
し
て
泣

於
て
は
‘

i
u
t
:
、

二

自
力
む
し

こ
の
鮎
レ
日
り
す
れ
J
M
伐

M
農
業
移
民
J
V
満
州
に
於
C
文
明
人
L
」
同
様
な
る
慌
仲
の
下
γ
山
県
な
ら
が
，
t
叶

経
替
を
な
す
と
き
は
、
内
地
に
於
け
る
と
令
額
に
於

て
略
同
様
な
る
一
労
働
牧
盆
を
奉
げ
得
る
色
の
で
あ

る
。
満
洲
に
於
て
斯
る
高
い
崎
労
働
牧
盆
を
得
る
は
、

如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
め
ら
う
か
。
之
を
設

明
す
る
た
め
に
は
農
業
経
替
費
の
内
容
を
分
析
吟
味

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

下
表
よ
り
大
韓
知
り
得
る
如
〈
、
満
洲
に
於
て
は

雇
傭
勢
賃
、
家
畜
費
が
最
も
重
要
な
る
鰹
管
費
項
目

を
な
す
。
従
て
我
が
移
住
農
民
が
在
来
の
支
那
式
農

法
に
よ
る
な
ら
ば
、
低
廉
な
る
農
業
勢
力
の
供
給
を

日満農業経瞥費項目の比駿(百分比)

北浦

属目
会満 白木

(事02) (持)(2-2) 
雇傭勢賃 37.9~五 19.7% 12.8% 6.3~五

土地費 1.4 

建物質 2.2 日.9

農 具費 4.8 3.¥J 2刷1 4.6 

種 苗喪 7.6 11.0 6.0 3.3 

家音費 25.3 36.7 45.6 25.6 

肥料費 24.5 3.9 29.0 

租税公課 8.9 9.8 10.9 

其 他 11.9 4.2 19.8 16.4 

言1・ 100目。 100.0 100.0 100.0 

農入割D業農令に業締聖母替総ナ費4る1主 45.7 51.7 37.6 53.7 

第二表



受
け
る
こ
と
と
、
牛
馬
を
飼
養
し
て
之
を
通
営
に
農
業
に
利
用
す
る
こ
と
と
が
最
る
必
要
で
あ
る
の
こ
の
事
は
、
従

来
満
洲
に
於
て
は
何
故
に
支
那
移
民
(
苔
カ
)
が
農
業
勢
働
者
と
し
て
多
〈
入
込
U
傍
地
が
め
っ
た
か
を
物
語
る
も

の
で
あ
る

J

云
ふ
迄
も
な
く
此
等
の
支
那
移
民
の
離
村
を
促
す
原
因
は
、
彼
等
の
郷
里
に
於
け
る
寵
槽
的
、
政
治

的
、
枇
曾
的
の
諸
種
の
事
情
に
よ
る
生
活
師
団
迫
で
あ
り
、
而
し
て
今
後
こ
の
腫
迫
が
緩
和
さ
れ
ぎ
る
限
h
J
、
こ
の

移
民
現
象
は
積
く
で
あ
ら
う
。
今
後
の
我
が
農
業
移
民
も
勢
ひ
こ
の
低
廉
な
る
支
那
雌
労
働
者
も
使
用
せ
ギ
る
を
得

な
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
若
し
之
を
利
用
す
る
を
欲
せ
な
い
な
ら
ば
、
農
業
経
替
を
機
械
化
せ
ゴ
る
を
得
な
い
で
め

ら
う
。
農
業
経
替
の
機
械
化
や
共
同
樫
管
化
に
よ
り
て
、
従
来
L
」
潤
様
又
は
そ
れ
以
上
の
牧
躍
を
泉
げ
得
る
で
あ

ら
う
か
。
此
の
貼
は
向
ほ
今
後
の
研
究
に
侠
つ
べ
き
問
題
で
あ
る
。

一
、
家
麟
『
人
雷
り
の
農
業
牧
盆

日
満
農
家
々
族
一
人
営
り
の
農
業
牧
盆
を
見
る
に
、
全
漏
自
作
つ
百
戸
千

均
、圃〆

を
除
い
て
‘
満
洲
の
農
業
牧
益
は
日
本
内
地
の
夫
に
比
し
て
運
に
少
な
い
。
こ
の
た
め
に
支
那
農
民
は
日
本

農
民
よ
り
も
遣
に
低
き
生
活
程
度
を
維
持
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
色
の
で
あ
る
。
而
し
て
家
族
一
人
営
り
牧
盆
の
少

な
い
の
は
、
之
を
満
洲
農
家
の
家
族
員
構
成
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
ち
満
洲
農
家
は
比
鞭
的
犬
家
族
制

の
下
に
あ
り
、
し
か
も
農
家
の
勢
働
者
車
位
に
劃
す
る
消
費
者
軍
位
の
大
な
る
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

更
に
注
意
す
べ
き
は
、
第
一
表
よ
・
り
す
る
も
、
満
洲
に
於
け
る
農
業
牧
盆
は
小
作
農
に
於
て
は
自
作
農
に
於
け

る
よ
り
も
遁
に
少
な
い
。
『
満
洲
農
家
の
生
産
と
消
費
』
中
に
於
て
色
、
「
満
洲
に
於
け
る
農
業
鰹
替
は
小
作
は
著
し

く
不
利
に
し
て
、
自
作
農
の
利
盆
に
は
到
底
比
較
す
べ
く
色
め
ら
中
。
又
経
替
面
積
の
庚
狭
に
依
る
利
盆
の
多
少

日
満
農
業
牧
症
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

第
一
波

九

:1L 

瀦餓調査課、満洲出稼秘体漢民の穀(I~I ;考察、五O頁
大蔵公室氏、満洲移民問題(祉曾政策l時報、昭和八年五月披)附去最二九頁2) 



日
浦
農
業
収
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

九

第
一
競

九

は
自
作
に
あ
り
で
は
其
庚
き
程
純
盆
多
か
る
可
〈
殊
に
五
十
天
地
以
上
の
大
農
に
於
て
然
る
を
見
る
、
小
作
農
に

於
て
は
躍
替
面
積
の
増
大
は
必
十
し
も
純
益
の
増
加
を
見
な
い
」
と
。
小
作
農
に
於
け
る
肱
盆
の
僅
少
は
、
高
率

な
る
小
作
料
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
満
洲
農
村
の
小
作
閥
係
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
か
ら
、
綿
密
豊
富
な
る

資
料
が
な
け
れ
ば
、
確
買
な
卒
均
小
作
料
を
決
定
し
得
な
い
が
、
そ
れ
は
多
〈
満
洲
農
業
の
生
産
力
に
照
し
、
正

に
最
高
小
作
料
た
る
場
合
が
多
い
。
ヤ
シ
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
「
小
作
人
は
其
の
勢
力
の
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
潟
(
勢
働

首
ふ
に
や
3
4
1
1
1
2
、J
Z
J
1
4
-
t
，

f
-
j
h
-ィ
町
!
1
1
1
1
d
一一一

mJ
目、

自
作
ゆ
イ
¥
仁
川
川
状
主
山
口
ら
仇
「
る
牛
士
官
止
ま
い
4

こ
っ
抗
上
日
比
h
ノ
工
〈
氏

F
J
Hコ

リ

M
L

て

「
3

1

1

4

1

、

i

ノ

J
4
1寸
l

f

f

J

H

1

J

E

V

F

J

'

t

-

航
態
に
在
る
。
小
作
料
に
は
最
大
限
度
と
い
ふ
も
の
が
め
っ
て
、
そ
れ
ぞ
越
ゆ
る
場
合
に
は
、
貫
質
的
に
貫
施
し

得
な
い
も
の
モ
あ
る
。
現
在
の
如
き
集
約
農
業
の
下
に
於
て
は
、
人
口
調
密
な
る
諸
牒
で
は
、
小
作
料
は
此
の
限

度
に
蓮
し
た
る
べ
〈
、
従
て
此
等
地
方
の
小
作
料
(
現
物
)
は
固
定
し
て
ゐ
る
如
〈
思
は
れ
る
ご
か
か
る
飢
餓
小
作

料
は
小
作
農
の
再
生
産
の
蹟
張
を
困
難
な
ら
し
め
、
其
の
生
活
費
料
を
ぱ
生
命
の
維
持
に
必
要
な
最
低
限
定
を
起

す
ま
で
奪
ふ
こ
と
が
め
る
。
加
之
、
地
主
自
身
が
高
利
貸
を
粂
ね
る
場
合
が
多
〈
、
彼
等
は
端
境
期
農
産
物
債
格
の

高
い
L
」
き
に
、
其
の
値
に
照
し
て
農
民
に
貸
付
け
、
牧
穫
後
元
利
を
国
政
す
る
際
に
は
、
低
い
市
場
債
格
で
農
産

物
を
計
算
す
る
有
様
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
は
、
満
洲
小
作
農
の
牧
盆
を
一
唐
低
下
せ
し
む
る
原
因
と
な
る
。
私

は
王
道
政
治
が
標
梼
さ
れ
る
満
洲
固
に
於
て
、
今
後
漸
失
小
作
関
係
が
改
善
さ
れ
る
も
の
と
信
中
る
。

回

以
上
に
豆
h
ノ
て
日
浦
農
家
の
収
盆
を
比
鞭
し
、
支
那
農
民
の
生
活
程
度
の
低
い
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か

満餓調査報告書、第十三巻、滞納1農家D 生産と抗告';1.-。二頁
ヤシノフ、北満州支那農民題担号、三三二頁
天野元之助氏、減洲に於ける小作様式と其の性質(漏織調査日報、昭和七年
十一月)八五頁

)
)
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を
明
に
し
た
。
我
々
は
夏
に
準
ん
で
満
洲
農
業
政
盆
、
ひ
い
て
満
洲
農
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
若
干
の
問
題
に

就
て
論
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
づ
第
一
に
考
ふ
べ
き
黙
は
、
満
洲
に
於
け
る
農
産
物
は
大
豆
、
高
梁
、
玉
萄
黍
、
粟
の
如
き
比
峻
的
高
級
な

ら
ぎ
る
商
品
た
る
こ
と
で
あ
る
。
従
て
此
等
の
農
産
物
の
栽
培
に
よ
り
日
本
内
地
に
於
け
る
と
略
同
様
の
生
活
基

準
を
維
持
せ
ん
と
す
れ
ば
、
可
成
り
大
規
模
の
経
径
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
既
惑
の
如
〈
で
あ
る
。

従
て
自
給
自
足
の
程
度
以
上
に
、
市
場
生
産
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
う
な
石
の
は
営
然
で
あ
る
。
今
日

の
農
家
は
或
程
度
の
工
業
製
品
、
農
具
、
家
具
、
衣
類
等
を
購
入
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
て
過
剰
生
産
物
ぞ

寅
却
し
貨
幣
を
獲
得
「
る
こ
止
が
必
要
'
と
な
る
。
生
産
に
有
利
な
る
も
の
を
生
産
版
貰
し
、
不
利
な
る
も
の
ぞ
購

入
す
石
と
い
ふ
樫
掛
原
則
を
無
現
し
て
、
廉
慣
に
購
ひ
得
る
に
拘
ら
や
農
家
に
と
り
て
生
産
困
難
な
る
色
の
を
自

給
せ
ん
と
す
る
は
愚
で
あ
る
。
ヤ
シ
ノ
ブ
の
北
満
農
家
経
済
調
査
に
よ
る
に
、
七
O
戸
農
家
は
平
均
し
て
田
畠
生

産
品
の
五
割
九
分
を
市
場
に
販
責
し
て
ゐ
る
c

従
で
我
が
移
住
農
民
に
し
て
同
様
の
肱
盆
を
皐
げ
ん
と
す
れ
ば
、

相
営
の
市
場
生
産
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
内
地
人
が
米
食
を
主
と
す
る
闘
係
上
、
白

家
用
飯
米
だ
け
を
自
給
し
得
る
な
ら
ば
好
都
合
で
あ
る
が
、
満
洲
に
於
で
は
到
る
虞
必
や
し
も
水
田
経
替
が
可
能

(誌〉

一
般
満
洲
人
と
同
じ
生
産
物
を
常
食
と
す
る
に
あ
ら
ゴ
れ
ば
、
食
用
米
を

で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
然
る
場
合
、

購
入
す
る
外
な
く
、
勢
ひ
右
の
割
合
以
上
の
商
品
生
産
を
な
さ
‘
ざ
る
を
特
な
い
こ
土
と
な
る
で
あ
ら
う
。

註
、
こ
の
動
に
闘
し
金
州
燈
影
荘
(
一
燈
闘
の
移
民
)
は
、
(
一
)
土
地
に
印
し
た
生
活
を
す
れ
ば
自
然
に
養
は
れ
る
と
云
ふ
こ
と
、
(
二
)
生
活
程
度

目
減
農
業
収
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

第

~~ 

先a

九

ヤシ/フ、前掲書、三三七頁



日
精
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

を
満
洲
園
人
迄
下
げ
得
る
こ
と
、
(
三
)
土
着
人
に
劣
ら
ぬ
抽
労
働
に
嘩
へ
得
る
こ
と
、
(
四
)
勘
定
負
を
せ
ぬ
こ
と
が
日
浦
融
和
の
根
本
傑
件
で

あ
る
こ
と
等
を
標
語
と
し
て
、
一
種
目
信
仰
の

F
に
刻
苦
し
う
ふ
あ
る
が
、
之
を
ナ
べ
て
の
将
来
の
我
が
農
業
移
民
の
典
例
と
ナ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
b
ぅ。

九
四

第
一
説

先ι

四

従
て
我
が
農
業
移
民
が
何
昆
ま
で
満
洲
の
土
地
に
即
し
亡
生
活
を
な
し
得
る
か
が
、
我
が
農
業
移
民
問
題
解
決

上
重
要
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
満
洲
に
於
て
生
産
さ
れ
た
高
梁
や
粟
を
主
食
と
す
る
こ
と
が
、
醤
血
中
的
見
地
か
ら

保
健
上
、
米
食
に
比
し
て
遜
色
な
し
と
立
謹
さ
れ
て
も
、
久
し
き
に
一
日
一
る
我
が
園
民
の
生
活
慣
習
を
一
朝
に
し
て

改
め
得
る
か
否
か
は
大
い
な
る
疑
問
で
あ
る
。

遮
莫
、
満
洲
農
家
に
於
て
勝
来
志
主
と
し
て
栽
培
さ
る
べ
き
大
一
虫
、
高
梁
、
玉
萄
黍
、
粟
等
の
債
格
決
定
の
機

構
を
明
に
し
、
こ
れ
が
販
責
聞
係
を
充
分
調
査
し
、
之
を
合
理
化
す
べ
き
基
本
調
査
を
行
ふ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

第
二
に
満
洲
に
於
て
は
気
候
の
一
閥
係
上
、
農
業
は
一
毛
作
で
あ
る
か
ら
、
冬
期
に
於
げ
る
鈴
剰
努
力
を
如
何
に

活
用
す
べ
き
か
が
重
要
な
る
問
題
と
な
る
。
帥
ち
固
有
の
農
業
峠
労
働
以
外
に
趨
営
な
る
副
業
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
副
業
は
満
洲
農
家
に
と
り
で
は
、

日
本
内
地
の
農
家
に
於
げ
る
よ
り
も
一
層
必
要
で

あ
る
。
今
日
一
般
に
行
ば
れ
て
ゐ
る
副
業
は
、
馬
を
津
山
使
っ
て
物
を
蓮
ぷ
運
設
業
で
あ
る
。
ぞ
れ
も
自
分
の
荷

物
(
農
産
物
干
肥
料
等
)

を
蓮
ぶ
だ
け
で
、
他
に
副
業
は
な
い
。

支
那
人
は
各
の
問
、

あ
の
寒
い
所
を
十
五
日
も

十
日
も
馬
車
を
引
い
て
、
一
噸
字
、
二
噸
位
の
物
を
積
ん
で
、
馬
な

h
牛
な
り
瞳
烏
な
り
に
、
ぞ
れ
も
七
頭
位
に

引
か
せ
て
蓮
々
停
車
場
の
あ
る
所
に
迄
蓮
ぷ
。
冬
は
他
に
仕
事
が
な
い
か
ら
之
が
一
一
樺
の
副
業
と
な
っ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
併
し
副
業
所
得
と
し
て
の
農
産
物
の
運
搬
牧
入
は
、
農
家
全
牧
入
の
一
割
内
外
を
占
め
て
ゐ
る
に
過

金州燈影J1t(満蒙、昭和ぺ年二月披)-0二頁以下多照
大蔵公主氏、前掲論文、三。頁



ぎ
な
い
。
併
し
か
か
る
副
業
は
購
来
の
交
通
機
関
の
後
達
に
よ
り
て
営
然
衰
退
す
べ
き
色
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
註
)

今
に
し
て
何
等
か
の
通
営
な
忍
冬
期
の
農
家
副
業
を
案
出
す
る
に
あ
ら

5
れ
ば
、
我
々
は
ゴ

Y

ツ
と
共
に
運
搬
の

機
械
化
に
就
て
、
制
限
を
提
案
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

註
、
ゴ
ル
ツ
は
云
ふ
「
打
穀
機
は
農
業
経
瞥
に
と
り
て
如
何
に
有
利
で
あ
り
、
如
何
に
快
〈
ぺ
か
、
b
ぎ
る
も
の
で
あ
り
と
す
る
も
、
し
か
も
其
白

一
般
的
な
る
刻
用
は
、
農
業
軸
労
働
者
関
係
に
針
し
有
害
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
連
棚
に
よ
る
打
穀
は
、
従
前
は
冬
期
に
於
け
る
農
業
制
労
働

者
四
重
要
な
仕
事
で
あ
了
ι。
機
械
打
穀
は
人
手
を
要
す
る
と
と
が
ず
っ
主
少
な
い

Oi--殊
に
蒸
気
打
穀
を
行
ふ
慮
に
於
て
然
り
で
あ
る
」
。

こ
の
弊
害
を
匡
正
す
る
た
め
、
ゴ
ル
ツ
は
「
打
穀
機
及
び
特
に
蒸
気
打
穀
機
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
」
を
提
言
し
た
。

満
洲
に
於
け
る
農
業
一
努
力
の
季
節
的
配
分
を
好
都
合
な
ら
し
か
る
に
め
.
従
来
よ
り
も
鰹
替
佐
多
商
化
ず
る
必

要
が
起
名
。
之
に
就
て
先
づ
第
一
に
考
へ
ら
れ
る
髄
は
、
経
替
上
に
牧
畜
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
併
)
満

別
農
家
ド
が
て
は
、
家
玄
聞
の
農
耕
上
に
於
け
忍
役
割
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
が
、
そ
の
牧
入
源
泉
と
し
て
の
意
義

は
極
め
て
少
な
い
。
土
地
の
比
較
的
裕
か
に
利
用
出
来
る
北
浦
に
於
て
す
ら
、
農
民
は
業
の
経
営
を
狭
義
の
農
業

に
限
り
、
牛
馬
の
飼
養
は
之
を
耕
作
上
必
要
な
る
動
力
取
得
の
程
度
に
止
め
、
版
鶏
の
如
き
も
肥
料
の
補
給
と
自

家
の
消
費
に
.
而
し
て
向
ほ
若
干
枚
入
椋
泉
と
し
て
伺
養
す
石
に
過
ぎ
な
い
有
様
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
称
場
放
牧

地
あ
る
こ
と
色
極
め
て
稀
に
し
て
、
園
地
の
作
物
を
飼
料
に
充
て
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
ヤ
ジ
ノ
フ
氏
の
報

告
に
よ
れ
ば
、
北
浦
支
那
農
民
の
家
畜
及
び
牧
場
牧
入
は
、
僅
に
全
牧
入
の
約
七
%
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
南
浦

に
於
て
も
都
曾
附
近
及
び
奉
天
以
南
の
若
干
部
分
を
除
い
て
は
、
大
樫
同
様
と
考
へ
ら
れ
る
が

か
く
の
如
き
有
様
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
慮
牧
畜
は
副
業
と
し
て
左
程
重
大
な
る
役
割
を
演
じ
て
ゐ
な
い
。
ム
ー

日
満
農
業
牧
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

九
五

第
三
十
七
巻

第

君主

;Jr. 
五
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目
減
農
業
岐
金
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

第
一
蹴

ずし
ノ、

九
~ /、

後
は
農
業
経
替
に
牧
畜
を
加
味
す
る
工
夫
を
躍
す
と
共
に
、
畜
産
物
の
販
貰
に
よ
り
て
農
家
牧
入
を
、
補
給
寸
る

方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
て
畜
産
の
販
路
に
つ
い
て
も
充
分
な
る
研
究
を
必
要
と
す
る
。
其
他
果
樹

蔵
菜
等
も
都
舎
附
近
を
除
い
て
は
、
今
日
の
左
こ
ろ
農
家
の
自
家
消
費
を
充
す
程
度
以
上
智
出
で
な
い
が
、
購
来

は
交
通
機
関
の
後
蓮
に
件
ふ
て
相
営
の
販
路
炉
開
拓
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
三
仁
註
意
す
べ
き
は
浦
訓
じ
於
て
は
農
業
金
融
制
度
が
験
如
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
は
農
民
自
身

F

か
金
伝
-m
択す
S
時
に
は
、
高
利
佐
川
私
ん

Jr
大
農
地
主
炉
ら
借
ら
G
け
れ
ば
ぼ
ら
な
い
。
フ
ピ
の
利
中
学
の
高
き
と

t
年

七
割
八
割
に
も
及
ぶ
。
農
村
の
高
刺
貸
に
は
大
地
主
の
外
に
倫
ほ
糧
桟
、
糧
米
底
、

油
房
、
嬬
鍋
、
磨
坊
、
雑
貨

舗
等
の
商
戸
が
あ
る
。
農
民
の
生
産
す
る
農
産
物
は
、
そ
の
極
め
て
多
〈
の
部
分
が
地
主

商
人
、
高
利
貸
及
び

其
の
代
表
者
官
僚
、
軍
閥
の
掌
中
に
納
め
ら
れ
、
農
民
生
産
者
自
身
の
剰
す
左
こ
ろ
は
、
只
亡
非
常
に
僅
か
な
穀

物
の
み
に
し
て
、
辛
う
じ
て
生
活
を
維
持
し
得
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
負
債
は
盆
々
一
般
的
と
な
り
、
し
か
も
そ

れ
は
各
個
々
の
農
民
に
Y

と
り
て
盆
々
嵩
ん
で
行
〈
有
様
で
あ
る
。
満
洲
の
最
大
資
源
た
る
農
業
生
産
の
背
後
に
、

斯
う
し
た
陰
惨
な
暗
影
が
め
っ
た
の
は
在
来
の
満
洲
の
委
で
あ
つ
に
。
き
れ
ば
農
業
金
融
制
度
の
確
立
は
、
満
洲

自
瞳
の
農
民
の
た
め
に
も
、
ま
た
我
が
農
業
移
民
の
健
買
な
る
後
展
の
た
め
に
も
、
必
要
モ
あ
る
と
云
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

五

以
上
に
豆
り
て
日
満
農
業
の
牧
盆
を
比
較
し
、
之
に
よ
り
て
雨
園
聞
に
於
け
る
農
業
努
力
一
人
営
り
の
貨
幣
牧

r) 満銭、経済調査含第五部、満liiiに於ける農民のit!!11究負擦と農村機構(昭和八
年二月)八三頁
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盆
に
は
左
程
の
相
違
な
き
を
知
り
、
且
つ
従
来
に
於
け
る
支
那
農
家
の
生
活
程
度
の
低
か
り
し
は
、
農
家
の
家
族

構
成
上
に
於
て
、
峠
労
働
者
家
族
員
に
比
し
て
消
費
者
家
族
員
の
割
合
の
大
な
る
に
基
〈
こ
と
を
知
っ
た
。
而
し
て

満
洲
の
小
作
農
や
業
他
の
小
農
に
於
げ
る
農
業
牧
盆
減
退
を
来
す
枇
舎
粧
梼
的
諸
関
係
を
幾
分
明
に
し
得
た
と
思

ふ
。
此
等
の
諸
結
よ
り
綜
合
す
れ
ば
、
我
が
農
業
移
民
の
可
能
性
に
就
て
は
必
十
し
も
悲
観
す
べ
き
で
は
な
い
が
、

さ
り
と
て
無
俊
件
に
業
観
す
べ
き
で
は
な
い
。
今
後
の
移
住
農
民
が
我
囲
内
地
に
於
げ
る
と
同
等
の
生
活
基
準
そ

維
持
す
る
に
足
る
牧
盆
を
奉
「
る
や
う
農
業
経
替
規
模
を
決
定
し
、
且
つ
移
住
農
民
の
住
ふ
枇
舎
粧
梼
的
環
境
営

改
善
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
資
本
主
義
経
済
枇
舎
の
下
に
於
て
は
、
移
住
農
民
の
存
輔
金
決
定
す
忍
も

の
は
"
何
と
一
耳
つ
で
も
結
局
は
冷
や
か
な
る
牧
支
計
算
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
目
下
の
正
乙
ろ
、
こ
の
日
浦
農
家
の

収
究
計
算
一
台
比
械
寸
ぺ
き
資
糾
付
、
ム
越
の
如
く
必
す
し
も
豊
富
で
は
な
〈
、
し
か
も
葉
の
多
〈
は
可
な
h
過
去

の
資
料
で
あ
る
。
在
は
健
買
な
る
農
業
移
民
計
妻
を
樹
立
す
る
前
提
と
し
て
、
先
づ
正
確
な
る
満
洲
の
農
家
経
済

調
査
が
行
は
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

こ
の
小
論
に
於
て
は
、
農
業
移
民
に
関
聯
す
る
治
安
の
問
題
、
農
地
の
取
得
問
題
、
移
住
農
民
の
農
業
経
替
形

態
の
問
題
、
移
民
機
閥
の
問
題
等
に
は
鯛
れ
な
か
っ
た
。
此
等
の
諸
問
題
に
就
て
の
検
討
は
、
之
を
他
日
の
機
曾

に
譲
る
こ
と
'
と
す
る
。
(
昭
和
八
年
六
月
五
日
)

目
減
農
業
戦
盆
の
比
較
と
我
が
農
業
移
民

第
三
十
七
巻

九
七

第

君主

九
七t


